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11 月 9 日（日）、本県において第 44

回全国豊かな海づくり大会美し国みえ

大会が開催された。 

この大会は、海や河川の環境保全を訴

え、漁業の振興と発展を目的に各地で毎

年開催されており、「受け継ごう 命あ

るれる 清い海」を大会テーマに、志摩

市阿児アリーナにて式典行事、宿田曽漁

港にて海上歓迎・放流行事が行われた。 

 天皇皇后両陛下のご臨席の下、式典行

事では資源管理等の功績団体表彰や優

秀賞作文の発表の他、漁業者から海の未

来を守るためのメッセージ、天皇皇后両

陛下から、黒のりや青のりの他、マハタ

やアコヤガイ等の稚魚稚貝のお手渡し

が行われた。 

放流行事では、降雨が続くあいにくの

天気ではあったが、漁船などによる海上

歓迎パレードの他、イセエビの稚エビと

マダイの稚魚の放流が県内外からの参

加者で行われた。 

同日は県内 5 ヵ所の漁港等で大会の

関連行事が行われ、県内に広く海洋環境

の保全の大切さを呼び掛けた。 

 大会は無事に終了し、この大会を契機

に豊かな海を守るための取り組みをな

お一層進めることが重要となる。 

 

 

 

 

 

来年の第 45回大会は大阪府で開催さ 

れる。 
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第 44回全国豊かな海づくり大会 

～美し国みえ大会～ 

11月 9日（日）志摩・宿田曽で開催 

 

 本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDFファイル）。  

 

（三重県提供） 
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10 月 7 日(火)、南伊勢町・阿曽浦に

て、三重県漁青連と JA三重青年部との

視察交流会を行われた。 

 本交流会は、同じ第一次産業を担う若

者の交流、課題解決を目的に漁業者、農

業者合わせて 20人が集まり開催された。 

 交流会では両青年部の組織や活動の

紹介が行われた他、養殖マダイの給餌体

験、鯛の塩釜作り体験なども実施された。 

 参加者らは普段体験することのでき

ない経験ができ、両青年部の連携を深め

る交流会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 月 23 日（木）津市・水産会館に

て、第 47 回三重県海の子作品展審査会

が開催された。この絵画展は県内の沿海

地区市町村の小中学生を対象に海を愛

する心を育て、漁業に対する理解と意識

を高めるとともに、漁業後継者の育成を

図ることを目的に開催している。 

 テーマは「海」「漁業」「漁村」であり、 

県内各地の小中学校から出品された２

８５作品の中から、最高賞の三重県知事

賞をはじめ、各賞が決定した。 

上位入賞作品は全漁連主催の全国海

の子絵画展へ出品されることとなる。 

 また、三重漁連のホームページに掲載

予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な予定】 

〇12 月 24 日（水） 

黒のり初市 

 

 

 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

 

 

第 47回三重県海の子作品展 

受賞者決定！ 

 

【小学生の部】三重県知事賞

「大漁だ！！」 

紀北町立相賀小学校 ６年 

中井美結さん 

【中学生の部】三重県知事賞 

「出航の合図～願いの帆～」 

紀宝町立矢渕中学校 ２年 

前田泰志さん 

JAみえ青年部交流大会 

－１０月７日（火）-南伊勢町－ 

意見交換会の様子 漁場視察の様子 


